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■研究課題 ■

自立や社会参加の実現に向けた特別支援教育の推進と校長の在り方

分 科 曾 の趣 旨

我が国が 目指 している社会は,互 いの人格 と

個性 を尊重 し支え合う共 生社会である。その実

現のために,小 学校教育においては,自 分 らし

さを大切に しなが ら,夢 や希望をもって 「自立

する力」 を育むとともに,一 人一一人が仲間 とし

て支え合いながら,よ り良い社会を築いていこう

とする 「共生」の態度を養 うことが大切である。

その実現のためには.子 どもたちが社会 の激

しい変化に流 され ることな く,様 々な課題 に柔

軟かつた くま しく対応 し,自 立していくことが

できるように 「生きる力」を育む ことが求 めら

れる。

また,障 害の有無にかかわ らず誰もが相互に

尊重 し合える共生社会を築 くことも大切である。

特別支援教育は,障 害 のある7ど もの自立や

社会参加に向 けた主体的な取組 を支援するとい

う視点 に立って,子 ども一人一人の教育的ニー

ズを把握するとともに能 力を高め,生 活や学習

上の困難を改善または克服できるよ うな指導及

び支援 を行 うものである。 また,特 別支援教育

は,知 的な遅れのない発達障害 を含めて,特 別

な支援 を要す るfど もが在籍す る全ての学校に

お いてなされ るものである。

特別支援教育では,ノ ーマ ライゼー ションの

理念 と具現化の普及,浸 透に努めてきているが,

平成22年12月 に中央教育審 議会にお いて,現

行の特別支援教育 の充実 を図る意味か ら,イ ン

クルー シブ教育を推進 してい く旨の方向が示 さ

れている。

ここでは,全 教職員が特別支援教育 に対する

共通認識に立ち,一 体となって推進 していく校

内指導体制の確立や,関 係機関 との連携等 を進

める ことが重要 となる。

本分科会では,こ れ らの課題解決のために,

校長が果たすべき役割 と指導性 について明 らか

にする。

リーヴーシッフの禎点

〔1)一 人一人の教育的ニーズ に応 じた特別支援

教育の内容の充実

特別支援を必要 とす る子 どもは,一 人一人

発達や障害の種類 ・程度が大きく異なる。

したが って,個 に応 じたきめ細かな指導 を

効果的に行い,自 立す る力を育ててい くため

に.一 人一人の発達や障害 の程度 についての

実態把握 とそれ に基 づいた指導 目標や指導内

容 ・方法等を盛 り込んだ指導計画や教育支援

計画 を作成す ることが大切である。

個 に応 じたきめ細かな指導は,子 ども一人
・一・人の個性や状況を見取るとともに

,子 ども

の思いや願いを受け止めることが基盤 となる。

そ うした視点 から,校 内における適切な理解

と認識を深め,子 どもに社 会性や 豊かな人間

性 を育むための交流学習や共同学習を,組 織

的 ・計画的に工夫す る校長 の役割 と指導性に

ついて究明する。

② 特別支援教育を効果的に推進するための体

制の整備及び必要な取組

各学校においては,校 長のリーダーシップの

もと,全 校的な 支援体 制を確立 し,発 達 障害

を含む障害のある子どもの実 態把握や支援方

策の検討などを行 う必 要がある。 また,中 心的

な役割を果たす特別支援コーデ ィネーターが機

能する組織体 制づくり,医 療.fi,;#it,労 働等

の様 々な側面からの取組を含めた 「個 別の教

育 支援計画」 を活用 した関係機関との連携に

基づく効果的な支援などの体制づくりを行 う必

要がある。 また,教 員の特 別支援 教育 に関す

る専門性 を高めるために,校 内研 修の充実や.

校 外での研修 参加など,専 門性 の向上 に努め

させることも大切である。特に,校 内において

は,事 例研究や学びの支援委 員会の定 期的な

開催など,一 人 ・人の 子どもの状況の把握や

その変容について,全 職員が共通理解する場を

設定する校長の役割と指導性について究明する。
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特別支援教育の充実のための校長の指導性

オホーツク地区 紋別市立南丘小学校 中 村 祐 司

圏 趣 旨

それ までの特殊教育か ら,障 が いのあ る子 どもの

自立や社会参 加に向けて一 人一人の教育的ニーズに

応 じた適切な支援 を行 う特別支援教育への転換 は,

学校 に大きな変化 をもた らした。 各学校 では校長 の

リーダーシップのもと,校 内委員会の設置,コ ーデ で

ネーターの指 名,個 別 の教育支援 計画や個別 の指導

計画の作成 ・活用,教 職 員の研修 な どの取組 を行 っ

てきた。そ して,多 くの課題 を抱えなが らも着実 に推

進させ,教 職員の意識 も少しずつ変化 して きている。

しか し,学 校 には更なる転換が求 め られて いる。

これ か らは,共 生社会の形成に向けて,障 が いのあ

る子 どもと障がいのない子どもが共に学ぶインクルー

シブ教育 システムの構築 を 目指 して いくことになる

か らで ある。学校は,イ ンクルー シブ教育 システム

構築 のため,今 の特別支援教育 を一層充実 させてい

かな ければな らない。

本ブ ロック(紋 別 ブロック)の 昨年度の研究 のま

とめ にお いて も,個 別 の教育支援計画や個 別の指導

計画の一層の充実 と,全 職員が共通理 解に立 つため

の研修 の充実 を今後 の課題 としてお さえている。 さ

らには,イ ンクルー シブ教育 システム構築 を見据え

た交流及 び共1司学習 の在 り方 についても研究 を して

いかなければ な らな い。

本研究 は,そ れ らの課題 について解決 を図 ってい

る事例 などを調べ,校 長 として具体的 にどの ように

課題解決 を図 っていけば よいのかを示そ うとする も

のである。

顛 研究の;uiii

1研 究の計画

オホーツク管内小中学校長会の研究においては,

3年 前から特別支援教育の分科会を設け,そ の研

究を本ブロックが継続 して行ってきた。

(1)1年 次(平 成23年 度)

① 研究の骨了の構築 研究の視点の設定

② 調査内容の検討と実態調査の実施

③ 課題の洗い出しと課題解決の方向性

(2)2年 次(平 成24年 度)

① 研究の視点の見直し検討

② 課題解決への実践事例の収集

③ 実践内容の分析,新 たな課題の設定

(3)3年 次(平 成25年 度)

① 前年度までの研究に基づく実践と成果の集約

② 課題解決への具体的方策

③ 研究のまとめ

2研 究の視点

前年度までの研究の成果や課題をもとに,さ ら

には北海道小学校長会研修部か ら示された 「研究

課題」を究明する視点 との関連を図 りながら視点

を以下の通りとした。

(1)一 人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教

育の内容の充実

① 個別の教育支援計画の作成手法と個別の指

導計画の活用(視 点1)

② 交流及び共同学習の現状と課題(視 点2)

(2>特 別支援教育を効果的に推進するための体制

の整備及び必要な取組

① 全職員が共通理解に立ち,一 体となって推

進するための校内研修の充実(視 点3)

3研 究の方法

オホー ツク管内の特 別支援学級が設置されてい

る小学校73校 の校長 を対象 に3つ の視点 につ い

て調査 を実施 し,実 践事例 の収集や課題の把握 な

どを行 った。 そ して,そ れ らを整理 して,校 長 と

して どのよ うに課題解決を図っていけばよいのか,

具体例 を示す こととした。

4実 践事例

【視点1教 育支援計画の作成手法と指導計画の活川】

個別の教育支援計画や個別の指導計画は,障 が

いのある子 どもの白立や社会参加を目指した指導

を継続させるために必要不可欠なものである。個

別の指導計画については整備されてきてお り,今

後の課題は,そ の内容を一層充実させ支援に生か

していくことである。一方で個別の教育支援計画

魯
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という枠で見た とき,学 校単独では作成できない

部分がある ことか ら市町村や学校で整備状況 に開

きが出ている。

そ こで,調 査をもとに,校 長の リーダー シップ

のもと個別の指導 計画 を実際の支援 に どのよ うに

生か してい くか,個 別 の教育 支援 計画をいか に作

成 してい くかをまとめた。

(1)個 別の指導 計画の活用

① 職員同士や保護者との情報共有 ・連携 に使う。

ア 職 員同士

・全職 員による指導計画を基に した定期的

な共通理解

・個 人情報 をいつで も誰で も確 認で きる情

報管理

イ 学校 と保護者

・家庭訪問 ,懇 談会,個 人而談な どでの指

導計画 を基に した協議

② コH'丁計面 に基づ いて授業の計画 を立て る。

ア

イ

ウ

エ

オ

短期目標の授業目標への取 り入れ

児蟻の興味 ・関心や特性に合わせた計画

支援の千立てを確認しなが らの授業

児童に適した教材 ・教具の準備

前年度からの指導の継続

③ マネ ジメン トサイ クルにより計画を見直す。

ア

イ

ウ

エ

オ

短期,中 期,長 期 の目標設定

年度末,学 期 末毎の評価 ・改善

保護者アンケー トの実施とそれによる見直し

保護者 との面談 での随時見直 し

校長 による毎 月の評価の職 員への発信

② 個別の教育支援計画の作成手法

① コーディネーターを機能させる。

ア 複数配置による協働体制

イ 研修を積み,専 門家の助言を受けて作成

ウ 学校の窓口として諸会議に出席し他機関

と連携

工 常にコーディネーターを中核とした課題解決

オ 管理職によるサポー ト

カ 専門性や意欲が高い教員の配置

② 様式や使い方を工夫する。

ア オホーツク 「育ちの手帳」(オ ホーツク

版個別の教育支援計画)の 利用

イ 市町村の特別支援連携協議会での整備

ウ 学校独自での作成

③ 保護者の理解を得る。

ア こまめな報告,連 絡 相談による信頼関

係構築

イ 説明の機会の設定(入 学前の説明会,管 理

職との教育相談,専 門家からの指導 ・助言)

ウ 行動記録の蓄積の教育相談での活用

工 保護者も加わっての計画の見直 し

匿 第1雌 凸

オ フェイスシート.支援シートの保護者との作成

④ 関係機関や行政と連携をとる。

ア 教育委員会への働きかけによる特別支援

連携協議会の設置または機能化

イ 教育委員会を通しての関係機関 との連携

ウ コーデ ィネーター ・教頭を窓口とする関

係機関との連携

⑤ 幼稚園 ・保育所や中学校 と連携をとる。

ア 子どもによる双方向の交流

イ 職員同士の訪問,授 業参観,情 報交換

ウ 特別支援連携協議会,就 学指導委員会.

幼保小連絡会等における連携

工 市町村単位.ブ ロック単位の特別支援教

育研究連盟での研修,情 報交換

【視点2交 流及び共同学習の現状と課題】

交流及び共同学習は,す でに各学校で実践され

ている。その交流及び共同学習は,イ ンクルーシ

ブ教育システム構築に向けて大変.vの ある学習

といえる。

そこで,調 査をもとに。交流及び共同学習の現

状と課題をまとめ,イ ンクルーシブ教育システム

構築に向けて校長として今後何に取 り組むべきか

を探った。

〔11推 進するにあたり配慮していること

① 教育課程

ア 支援員等を配置するなど複数での指導体制

イ 短期,中 期,長 期の目標に従った指導

ウ 交流及び共同学習を行うねらいや有効性

を吟味しての実施

工 交流の場の拡大(縦 割 り班活動,他 校と

の交流)

オ 職員の指導力向上

② 共通理解

ア 児童

・共生の理念を柱とする学校経営,学 級経営
・共生の授業,人 権教室の実施
・全校朝会時の校長の説話

・障がいへの理解を図る学級指導

・特別支援学級の教室の開放

イ 保護者
・懇談会.家 庭訪問などを通 しての理解
・障がいのある児童も含めた活動の様子の

周知
・支援員配置の学級や特別支援学級の授業

公開
・相談体制の整備

・特別支援学級保護者対象の説明会の実施

・保護者同士の交流の促進
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ウ 職員
・校内委員会などでの共通理解,研 修
・担任同士の綿密な連携

・日常的に児童のことが話題となる職員室経営

・校長白らの特別支援教育への積極的関わり

・児童の写真入り資料など指導に役立つ情

報管理

③ 施設設備

ア 特別支援学級の交流学級近くへの配置

イ 交流できる場を設けた特別支援学級の教室

ウ バリアフリー化のための委員会への働きかけ

工 教室に複数の個室を設け,通 常の学級を含

め個別学習が必要な児童の学習の場を確保

オ ユニバーサルデザインの考え方の導入

② 推進するにあたり課題となっていること

① 校長を含め発想の転換が必要

② 人員や打ち合わせの時間の確保

③ 一人一人のニーズを見定めそれに的確に応

えていくこと

④ 教師一人一人の専門性を高めていくこと

⑤ 障がいへの理解

【視点3校 内研修の充実】

現在,通 常の学級にも障がいのある子どもが在

籍していたり,交 流及び共同学習で障がいのある

子 どもと障がいのない子どもが一緒に活動 した り

している。そのため,全 職員が特別支援教育につ

いて理解を深め専門性を高めていかなければなら

ない。さらに,イ ンクルーシブ教育システム構築

に向けては,一 層専門性を高めていく必要がある。

そ こで,校 長としてどのように校内研修を充実

させていけばよいか,調 査をもとにまとめた。

(1)研 修の機会を確保する。

① 校内研修のテーマとして設定

② 校内研修組織への特別支援教育部会の設置

③ 外部講師を招いての研修会開催

④ 校外研修への参加 と参加後の環流

⑤ 打合せでの指導力アップ

② 推進役のコーデ ィネーターを機能させる。

① コーディネーターの役割を全職員に明示

② コーディネーターへの指導,助 言

⑧ 校内委員会などでの校内課題の把握

④ 他機関との連携,校 外研修による課題意識

の向L

⑤ 研修担当者のコーデ ィネーターへの指名

(3)何 を研修すべきかh向 付けをする。

① 経営方針での研修の方向の明示

② コーデ ィネーターとの打合せでの方向付け

③ 児童の実態,教 師の困 り感 を踏まえた校内

研修

■ 一
④ 特別支援教育関連情報の周知 ・提供

(4)専 門性を確保する。

① パー トナーティーチャー派遣事業の活用

② 校外研修,外 部講師による研修

③ 特別支援学校など経験者の専門性を生かし

た研修

④ 医療機関の訪問 ・見学と助言傾聴

⑤ 特別支援学校との双方向の研修

(5)特 別支援教育支援員の研修を行う。

① 市町村で開催の研修会への参加

② 校内研修への参加

③ 支援員の役割を明確にする年度当初の打合せ

④ 管理職からのアドバイスなどの目誌への記人

⑤ 支援の仕方など担任と共通理解するための

打合せ
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1成 果

(1)特 別支援教育が 目指す ところは同 じで も,そ

の進め方はそれぞれの学校の置かれた状況 によっ

て様 々で ある。今回の調査で,特 別支援教育の

進 め方 につ いて,そ れぞれの学校が置かれた状

況 によ り校長 自らが適 した方法 を選択 して充実

を図って いることが明 らかにな った。

(2)全 職 員と保護者が共通理解 に立 って指導を継

続 させ ること,研 修を通 して教師 一人一人の力

量 を高 めることを,特 別支援教育推進の重点 と

して校長が指導性 を発揮 して いることが明 らか

にな った。それ らは,イ ンクルー シブ教育シス

テム構築 に向けて特別支援教育 を一層充実させ

て いくために必要 不可欠な ことであ り,今 後 も

継続 していかなければ な らな い取組である。

2課 題

(1>個 別の教育支援 計画の整備状況 に市 町村で差

が見 られた。特別支援連携 協議会が機 能 して い

るところは整備が進 んで いる。 市町村校長会 の

中には,教 育委員会 に働 きかけて協議会を立ち

上げた り機 能させ た りして いる ところがある。

校長会 として も協議会が機能するよ う指導 力を

発揮 していかなければな らない。

(2>イ ンクルーシブ教育 システム構築 について 困

難 さを感 じている校長が多かった。 この変革 に

は,ま ず 発想 の転換が必要である。校長 は,国

の動向や道 の施策 を視野 に入れ なが ら,イ ンク

ルーシブ教育 システムの理念 について 自 ら学習

する必要が ある。

醗


